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富士通グループの CSRマネジメント 

富士通グループは、FUJITSU Wayの企業理念で、 

「常に変革に挑戦し続け、快適で安心できるネットワーク社会づくりに貢献し、 

豊かで夢のある未来を世界中の人々に提供します」と謳っています。 

私たちは、この企業理念の実践を通じて社会への責任を果たしていきます。 
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CSRに対する考え方 
 

富士通は、電話交換機など通信インフラの中核を担う会社として、1935年に出発しました。以来、その歩みを支えてきた歴
代の経営層の思想や精神は「FUJITSU Way」として凝縮されています。 

富士通グループにとっての CSRは、FUJITSU Wayの実践を通じて、お客様とともに様々な社会課題の解決に取り組み、持続可
能なネットワーク社会の発展に貢献していくことです。 
 

 

FUJITSU Wayは、富士通グループが経営革新とグローバルな事業展開を推進していくうえで不可欠なグループ全体の求心力の
基となる理念、価値観および社員一人ひとりがどのように行動すべきかの原理原則を示したものです。 

すべての富士通グループ社員は、FUJITSU Wayを等しく共有し、日々の活動に反映させることで、企業価値の向上と国際社会・
地域社会への貢献を目指していきます。（FUJITSU Wayは、2002年に制定され、2008年の改定を経て、現在のかたちになりまし
た。） 
 

FUJITSU Way 

 

 

  

富士通グループの理念・指針（FUJITSU Way） 
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富士通グループでは、FUJITSU Wayの確実な浸透を図るために、各社の社長や組織長が FUJITSU Way推進責任者を任命してい
ます。 

FUJITSU Way推進責任者は、社長や組織長と協力し、全社員が FUJITSU Wayを共有するよう、各組織の特性に応じた浸透施策
を展開しています。活動にあたっては、各部門の方針や目標と FUJITSU Wayの関係を明確に示し、対話を通じて、日常業務の意
義を理解できるようにしています。 

2018年 3月現在、富士通グループ国内外の子会社を含め、約 300名の FUJITSU Way推進責任者が各組織にて浸透活動を行っ
ています。この各組織での活動状況は、海外を含めた調査により推進責任者間で情報共有を図っています。 

 

 

 

 FUJITSU Way新入社員向け教育 
 

2018年 4月、富士通は約 950名の新入社員を迎え、25クラスに分けて FUJITSU Way研修を実施しました。富士通グループの
存在意義、価値観を共有するとともに、富士通社員としての行動原則の周知を図りました。 

国内グループ各社においては、入社式などで FUJITSU Wayカードと解説書を配布し、個社に応じた教育を実施しています。 
 

  

FUJITSU Way浸透活動の展開 
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 FUJITSU Way推進責任者研修 
 

2017 年度、新しく任命された約 60 名の推進責任者を集め、沼津工場内の富士通の歴史展示施設である池田記念室（注 1）、
富士通アーカイブズ（注 2）、富士通 DNA館（注 3）で富士通グループの歴史を振り返り、FUJITSU Wayの根底に流れる考え方
を理解した後、職場で抱える課題解決に向けた研修を実施しました。研修では、従業員満足度調査結果データから各職場の課
題を分析し、FUJITSU Wayに基づき組織風土の改善について検討しました。また、各組織内での浸透事例の紹介や活動の活性化
に向けた意見交換も行いました。 
 
（注 1）池田記念室： 

富士通のコンピュータの黎明期をけん引した池田敏雄の功績をたたえ、沼津工場の開設と同時に設置された記念室。1959年製造のリレー式計算
機、FACOM128Bが動態保存されているほか、池田の活動を示す資料や古くからのコンピュータの素子を見ることができる。 

（注 2）富士通アーカイブズ： 
1875年の古河グループの創業から 2010年までの年表を中心に、各年代の富士通に関連した歴史的資料や製品を展示した見学施設。 

（注 3）富士通 DNA館： 
沼津工場内の社内研修施設（約 3,000m2）。富士通が大切にしてきた価値観、精神を学び、諸先輩が育んできた「富士通らしさ」を感じ取り、ど
のように次の世代に伝えるかを考え、議論する場として、富士通の歴史、先人の活動の記録、その成果である製品などを展示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富士通 DNA館 富士通アーカイブズ 池田記念室 

研修会の様子 
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 FUJITSU Wayワークショップ 
 

2017年度は、要請があった職場に FUJITSU Way推進室が訪問し、組織風土改善活動への取り組みを支援しました。従業員満
足度調査結果や事前のアンケートを基に、各職場の課題を明確化し、現実を直視し、特に FUJITSU Wayの行動指針の観点から改
善活動を検討しました。 

 

    

 

 

 

富士通グループでは、国内外の全社員に FUJITSU Wayカードと解説書を配布し、職場にはポスターを掲示しています。 

FUJITSU Way について解説した e-Learningは 16言語に翻訳され、いつでも誰でも受講できるようになっています。また、電
子版の FUJITSU Wayカードも提供しています。電子版は FUJITSU Wayに続けて組織長のメッセージを記載することができ、社内
ポータルサイトに掲示するなど積極的に活用している組織も多数あります。 
 

   
 

 

イントラネット上では、田中社長が自らの経験に基づき FUJITSU Wayの大切さを語るビデオメッセージの配信を始めました。
現在、日本語を含め 18言語で公開されています。 

これらのコミュニケーションを通じて、富士通グループが目指す姿、その実現に向け、全従業員に期待される基本的な行動
の理解、浸透を図っています。 
 

FUJITSU Wayのコミュニケーション 

国内グループ会社 海外グループ会社

電子版 FUJITSU Wayカード FUJITSU Wayについて語る田中社長 
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CSR基本方針および推進体制 
 

 

富士通グループは、ステークホルダー（注 1）の皆様の様々な要請や期待に力強く応え、地球と社会
の持続的な発展に大きな貢献を果たす真のグローバル ICT 企業を目指しています。そのため、2010

年 12月に「CSR基本方針」とその実践にあたって優先的に取り組むべき「5つの重要課題」を設定
し、2020年を達成年度とした中期目標を掲げて取り組みを進めてきました。 

しかし、国連での持続可能な開発目標（SDGs）の採択や COP21でのパリ協定の発効など、ここ数
年の間に地球規模での持続可能な社会への取り組みがより一層強く求められるようになりました。
そこで、富士通グループも持続可能な発展への貢献に向けたグローバルな CSR活動の実効性を高め
ていくために、来年度からの運用を念頭に重要課題の見直しとグローバルな CSRマネジメント体制
の構築を検討しています。今後もこれらの進捗状況を社内外に開示または共有しながら、経営と一
体となった CSR活動を推進していきます。 
 
（注 1）富士通グループのステークホルダー： 

富士通グループは、「お客様」「社員」「お取引先」「株主・投資家」「国際社会・地域社会」をステークホルダーとしています。また、特に「政府」
「NPO」「NGO」なども「国際社会・地域社会」の中の重要なステークホルダーと考えています。 

 

 

富士通グループの CSRは、FUJITSU Wayの実践です。すべての事業活動において、マルチステークホルダーの期待と要請を踏
まえ FUJITSU Wayを実践することにより、地球と社会の持続可能な発展に貢献します。CSRの実践にあたっては、重要課題を制
定してこれらの課題への対応を通じて、グローバル ICT企業として責任ある経営を推進しています。 
 

 CSRの重要課題とその見直し 
 

2010年、富士通グループは CSR推進委
員会に設置された基本戦略ワーキンググ
ループにて、グローバルな CSR規範や社
会課題を認識したうえで当社への期待と
要請について外部有識者よりヒアリング
を行い、CSR基本方針の「5つの重要課題」
を制定し、重要課題に基づく活動を推進
してきました。 

しかし、海外を含めた CSRマネジメン
トをより一層充実させるために、グルー
プ横断で重要課題の見直しに取り組んで
います。2017年度は、前年に特定した重
要分野をベースに各リージョンの担当者
と議論を重ね、「 Global Responsible 

Business Strategy（レスポンシブル・ビジ
ネス戦略、以下 GRBS）」という名称のも
と、6つの重要課題（注 2）を抽出しました。
また、グローバル共通の活動推進・マネ

経営と一体になった CSR活動を推進するために 

CSR基本方針 

執行役員副会長 
佐々木 伸彦 

5つの重要課題 
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ジメント体制の構築について、GRBS 全体および課題ごとに検討を深めました。今後は、2030 年を最終達成期限とする実効性
のある KPIを設定するとともに、進捗確認･改善のスキームを確立し、来年度より新たな重要課題としてグローバルに運用を始
める予定です。 
 
（注 2）6つの重要課題： 

ビジネスによる社会課題解決、環境、倫理（コンプライアンス・サプライチェーンマネジメント・労働安全衛生）、人権およびダイバーシティ＆
インクルージョン、福利厚生と人材開発、社会貢献 

 

 

 環境経営委員会 
 

2017年 6月末の組織変更に伴い、社長を委員長とする「環境経営委員会」で、富士通グループのグローバルな環境・CSR活
動を推進・浸透させるためのガバナンスを実施しています。年 2回の会議では、部門長、海外リージョン長をはじめ、ビジネ
スグループを横断した活動の責任者が、環境・CSR に関する活動方針や施策を審議・承認するほか、さらなる高みを目指すた
めの改善に向けた指導・助言を行っています。なお、2018年度より、同委員会は「環境・CSR経営委員会」となります。 

 

 

 グループにおける CSRマネジメントの強化 
 
富士通グループでは、経営と一体になった CSR活動を推進するため、2012年度より国内外のグループ会社に対して、以下の
主管部門とともに、社会的責任の国際規格である IS026000に基づいた CSR調査を実施しています。 

本調査の目的は、「リスク低減」と「価値創造」の 2つの取り組みをグループ全体に浸透させることです。「リスク低減」に
ついては、サプライチェーンを含む「人権」「労働慣行」などに内在する潜在リスクに対し、企業価値への負の影響を最小限に
抑えるため、予防・是正プロセス（デューデリジェンス）を整備していきます。また、「価値創造」については、グループのリ
ソースを最大限に活用してグローバル・地域社会の課題解決に貢献し、グループ全体の価値創造につなげる活動を展開してい
きます。 
 

ISO26000推進プロジェクト体制 

ISO26000（7つの中核主題） 主管部門 

①組織統治 FUJITSU Way推進室、環境･CSR本部、総務・リスクマネジメント本部 

②人権 ダイバーシティ推進室 

③労働慣行 人事本部 

④環境 環境･CSR本部 

⑤公正な事業慣行 法務・コンプライアンス・知的財産本部、購買本部 

⑥消費者課題（お客様のために） マーケティング戦略本部、総務・リスクマネジメント本部、品質保証本部 

⑦コミュニティへの参画および発展 総務・リスクマネジメント本部 

 

なお、今後は Global Responsible Business Strategyと ISO26000を組み合わせる形で設問内容を見直し、調査を通じて富士通グ
ループの CSR課題をより明確化できるように改善していきます。 
 

  

CSR推進体制 

ISO26000を活用した CSR活動の実践 
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 ISO26000に基づく CSR調査の継続的な取り組み 
 

2017年度は、富士通グループにおいて重要性が高い国内外関係会社 101社（国内 75社、海外 26社）に対して、第 5回 CSR

（ISO26000）／ガバナンス調査を実施しました。調査の準備段階で前述の主管部門と議論を重ね、CSR 活動の実態把握や今後
取り組むべき課題がより明確となるよう設問内容を見直し、「組織統治」「環境」の分野で新たな設問を定めました。それらの
分野ではスコア自体は低下したものの、より詳細な課題について把握することができました。本調査に基づいて各関連会社の
課題確認を進め、各主管部門の個別施策と同期した CSR活動の強化を図っています。 
 

グループ全体の経年変化（イメージ） 

 
 

テーマ別調査結果のイメージ（以下は「人権」「労働慣行」の例） 
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CSR活動の目標と実績 
 

CSR基本マネジメント 

 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

全グループ
横 断 的 な
CSR 活動の
推進 

 新 CSR方針に基づく 
KPI の策定と関連活
動の推進。 
 CSR ボード会議や地
域実務代表者会議の
充実。 

 新 CSR 方針に基づくグ
ローバル目標策定に向
けた、グローバル拠点意
見の集約。 
 「責任あるビジネス」を
推進する新たなグロー
バルマネジメント体制
を発足。 

○ 

 新 CSR 方針に基づく
グローバル目標およ
び実行計画の策定。 
 責任あるビジネスの
推進体制によるグ
ローバル CSR マネジ
メントの定着。 

 富士通グループ横断
的に CSR マネジメン
トプロセスが確立さ
れており、さらにバ
リューチェーンを含
めた範囲でグローバ
ルスタンダードに
沿った CSR 活動を実
施している。 

ビジョンに
基づく 
PDCA推進 

 統合レポートの拡
充。 
 国際規範と業界標準
を踏まえた社内プロ
セスの改善と実行。 

 統合レポート 2017 の
発行。 
 欧州および日本におい
て人権ワークショップ
開催。 
 RBA(EICC)行動規範に基
づく、サプライチェー
ン管理を開始。規範に
合わせた社内規則の見
直し。 

◎ 

 統合レポートの拡充。 
 

 国際規範と業界標準
を踏まえた社内プロ
セスの改善と実行。 

 CSR活動の中期・短期
目標が富士通グルー
プ全体で設定・共有さ
れ、実施、評価サイク
ル（PDCA）を回し、
継続的な活動の向上
を行っている。 

社内浸透  グローバル拠点を含
めたグループ内 CSR
コミュニティの拡
充。 
 社内サイト活用によ
る情報発信のさらな
る強化。 
 講演会など浸透策の
活動強化を継続。 

 「責任あるビジネス」
を推進するグローバル
リーダチームの立上げ。 
 SDGs への取り組みや統
合レポートの内容につ
いて社内理解を拡大す
る社内講演会の開催。 
 SDGs の解説や取り組み
を紹介するポータルサ
イトの立上げ。 

◎ 

 グローバル拠点を含
めたグループ内 CSR
コミュニティの拡充。 
 社内サイト活用によ
る情報発信のさらな
る強化。 
 講演会など浸透策の
活動強化を継続。 

 富士通グループ全社
員が、経済、環境、社
会の側面を総合的に
捉え、自律的に CSR活
動を推進している。 

 

重要課題 1 ICTによる機会と安心の提供 

 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

ICTによる 
新たな 
価値の提供 

 SDGs達成に向けた、
国内外での社会課題
解決への取り組みの
拡充。 
 国内外における中核
分 野 に 関 す る ソ
リューション事例の
件数拡大。 

 当社が保有する環境技
術を広く社会に普及さ
せ、地球環境保全に貢
献することを目指し、
世界知的所有権機関
（WIPO）が運営する
WIPO GREEN*1にパート
ナーとして参画。 
 ICTを活用し、障がいの
有無によらずともに学
べることを目指す「と
もに学ぶプロジェク

◎ 

 SDGs 達成に向けた、
国内外での社会課題
解決への取り組みの
拡充。 
 国内外における中核
分 野 に 関 す る ソ
リューション事例の
件数拡大。 

 世界最先端のコン
ピューティングによ
り、未来をシミュレー
トし、気候変動や資源
不足、災害など、様々
な難問の解決に貢献
している。 また、都
市、食、医療、教育な
どに関わる様々な課
題について、ICT を活
用したソリューショ
ンをグローバルに展
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 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

ト」を香川県教育委員
会・小豆島教育委員
会・国立香川大学と共
同開発。 

開している。 

ICTによる 
新たな 
価値の提供 

  国内外における農業や
健康・福祉、スマート
製造、防減災、交通問
題へのソリューション
導入拡大。 

◎ 

  

ICTへの 
アクセス 
拡大 

 ユニバーサルデザイ
ンを取り込んだビジ
ネス事例の拡大。 
 新興国における課題
解決型ビジネスの件
数拡大。 

 高齢者や障がい者ニー
ズ対応機能を搭載した
「FACT-V 現金自動取引
装置シリーズ」、子供と
保護者をとりまくニー
ズ対応機能を備えた
「 キ ッ ズ ケ ー タ イ
F-30J」の販売。 
 東南アジア・中東など
各国における、防災・
農業・交通問題に対す
るビジネスや実証実験
などの案件増加。 

◎ 

 ユニバーサルデザイ
ンを取り込んだビジ
ネス事例の拡大。 
 新興国における課題
解決型ビジネスの件
数拡大。 

 世界の一人でも多く
の人々が、ICT の活用
により自己の可能性
を追求できるよう、サ
イバー社会の扉を開
く、誰もがわかりやす
く使いやすい端末・イ
ンターフェースの提
供や、開発途上国への
ICT の導入を支えるシ
ステムを提供してい
る。 

ICTによる 
信頼と 
安心の確保 

 セキュリティ教育の
さらなる徹底。 
 政府・国際機関との
連携の深化。 
 社内実践を基にした
ソリューションの更
なる拡充。 

 役員を含む富士通社員
に対するセキュリティ
教育の継続実施。（受講
率 99.1％） 
 WBCSD に加盟し社会イ
ンパクトセクター・持
続可能な都市リーダー
シッププロジェクトの
ボード企業として活
動。世界経済フォーラ
ム（WEF）における国際
プロジェクトに参画。
またフランスの「デジ
タル革新創出プロジェ
クト」をフランス政府
と連携し推進。 
 海外を含む当社グルー
プで培った社内実践に
基づく、ワークスタイ
ル変革を実現するコ
ミュニケーション基盤
を中心としたサービス
の提供。 

◎ 

 セキュリティ教育の
継続と徹底。 
 政府・国際機関との連
携の深化。 
 社内実践を基にした
ソリューションのさ
らなる拡充。 

 経済・社会活動を支え
るインフラである ICT
システムを安定的に
運用することで、信頼
と安心を確保してい
る。  また、 ICT ソ
リューションの提供
を通じて、個人情報や
企業機密を守る高度
なセキュリティ環境
を実現している。 

 
*1 WIPO GREEN：環境関連技術やサービスの提供者と革新的な解決策を求める者を結びつけることにより、環境関連技術の普及とイノベーションを推進
するためのプラットフォームとグローバルなネットワーク。100 か国以上で 3,100 件を超える環境技術やニーズがデータベースに登録されており、
WIPO GREENネットワークには世界 170か国で 6,000以上の個人や組織が参加 
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重要課題 2 地球環境保全への対応 

 2017年度目標（注 1） 2017年度実績 達成度 2018年度目標（注 1） 
中期目標 

（2020年度） 

社会への 
貢献 

 ICT サービスの提供
により、社会の持続
可能な発展に貢献。 
 2018 年度末までに
新製品の 50％以上
をエネルギー効率
トップレベル。 

 気候変動対策に貢献す
るソリューションを 28
件選定し、8件を外部公
開。 
 エネルギー効率トップ
レベル 68.3％達成。 

◎ 

 ICT サービスの提供に
より、社会の持続可能
な発展に貢献。 
 2018 年度末までに新
製品の 50％以上をエ
ネルギー効率トップ
レベル。 

 重要課題 2 に関する
中長期目標について
は以下をご覧くださ
い。  
http://www.fujitsu.com/
jp/microsite/fujitsu-clim
ate-and-energy-vision/ 

 
自らの 
事業活動 

 2018 年度末までに
事業所における温室
効果ガス排出量を
2013 年度比 5%以上
削減。 

 輸送における売上高
当たりのCO2排出量を
前年度比年 2%削減。 
 2018 年度末までに
再生可能エネルギー
の利用割合を 6％以
上拡大。 

 2013年度比 16.6％削減 
 

 前年度比 10％削減 
 

 利用割合 7.3％ 

◎ 

 2018 年度末までに事
業所における温室効
果ガス排出量を 2013
年度比 5%以上削減。 
 輸送における売上高
当たりの CO2排出量を
前年度比年 2%削減。 
 2018 年度末までに再
生可能エネルギーの
利用割合を6％以上拡
大。 

（注 1）第 8期富士通グループ環境行動計画全項目： 
http://www.fujitsu.com/jp/about/environment/approach/plan/ 

 

重要課題 3 多様性の受容 

 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

組織風土 
の改革 

 人権啓発推進委員会
を起点に富士通およ
び国内グループ会社
に対する研修・啓発
の取り組みをさらに
推進。 
 「人権に関するス
テートメント」を浸
透させ、グローバル
を含む富士通グルー
プ全体で人権尊重の
企業風土作りを推
進。 
 イノベーション創出
に向けた職場でのダ
イバーシティ推進の
支援強化。 
 国内外グループ会社
の推進活動の展開。 
 イノベーティブな組
織風土醸成に向け、
組織横断の取り組み
を拡充。 

 昇格時研修のほか、地区
ごとに人権啓発研修会
を開催。 全社活動とし
て人権週間行事（人権標
語の募集・表彰、全社員
へのリーフレット配付、
ポスター掲示）を実施。 
 誰もが働きやすい職場
作りに向け、社内有志
や推進部門および相談
窓口を対象に、LGBT 有
識者を招いた勉強会を
実施。階層別研修を活
用した理解促進活動を
継続実施。 
 障がいの有無にかかわ
らず活躍できる組織風
土作りに向け「心のバ
リアフリー」研修を全
社展開 
 国際人権基準に適応す
る「富士通グループ 人
権に関するステートメ

◎ 

 人権啓発推進委員会
を起点に富士通およ
び国内グループ会社
に対する研修・啓発の
取り組みをさらに推
進。 
 「人権に関するス
テートメント」を浸透
させ、グローバルを含
む富士通グループ全
体で人権尊重の企業
風土作りを推進。 
 イノベーション創出
に向けた職場でのダ
イバーシティ推進の
支援強化。 
 国内外グループ会社
の推進活動の展開。 
 イノベーティブな組
織風土醸成に向け、組
織横断の取り組みを
拡充。 

 人権啓発やダイバー
シティ推進の取り組
みを通じて、誰もが働
きやすい職場となっ
ている。 
 多様な視点から自由
闊達に議論し、社内外
において新たな知恵
や技術を創出し続け
る組織風土が醸成さ
れている。 

http://www.fujitsu.com/jp/microsite/fujitsu-climate-and-energy-vision/
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 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

ント」の公表（21 か国
語）に続き、グローバル
を含む富士通グループ
全体での理解浸透のた
めの e-Learningを実施。 
 職場独自の様々なダイ
バーシティ推進活動を
支援。 
 富士通グループにおけ
るダイバーシティ&イ
ンクルージョンの方針
の浸透。 
 「チャレンジングで興
味深い仕事の機会の提
供」を含む「イノベー
ティブな組織風土」の
指数を設定し、全社的
な目標値を定め、各組
織で活動を実施。 

個人の 
活躍支援 

 女性の幹部社員等の
輩出に向けた若年時
からの継続的なタレ
ントマネジメントを
拡充。 

 階層別の女性活躍支援
施策の推進。  
- 女性リーダー育成プ
ログラムを拡大実
施。（受講者 76名） 

- 女性社員の中長期的
な育成に向け、女性
社員向けキャリア
ワークショップを新
規に開催。（受講者 27
名） 

- キャリア形成支援セ
ミナーの実施。（3回） 

◎ 

 女性の幹部社員等の
輩出に向けた若年時
からの継続的なタレ
ントマネジメントを
拡充。 

 社員一人ひとりが互
いを認め、それぞれが
持つ付加価値を最大
限に発揮し、組織に貢
献している。 

個人の 
活躍支援 

  障がい者や、育児中お
よび介護中の社員の活
躍に向けた属性別イベ
ントを開催。 （国内グ
ループ会社も対象） 
 育児中の上司を対象と
したマネジメントセミ
ナーを開催。（国内グ
ループ会社も対象） 
 富士通： 
- 女性幹部社員比率：

5.71％  
- 障がい者雇用率：

2.15％ 

◎ 

  

ワーク 
ライフ 
バランス 
の促進 

 社員一人ひとりの働
き方改革に向けた支
援策の拡充。 

 富士通における各種制
度の利用実績。  
- 育児休職取得者：425
名・出産・育児サポー

◎ 

 社員一人ひとりの働
き方改革に向けた支
援策の拡充。 

 社員一人ひとりが
ワークライフバラン
スを実現し、社会と共
存共栄している。 
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 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

ト休暇取得者：652
名  

 テレワークデイ／テレ
ワーク月間を契機とし
た制度活用促進セミ
ナーの開催。 

 

重要課題 4 地球と社会に貢献する人材の育成 

 2017年度の目標 2017年度の実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

「 真 の グ
ローバル ICT
カ ン パ
ニー」を支
える人材の
育成 

 次世代ビジネスリー
ダー育成プログラム
体系における各研修
プログラムの実施。 

 次世代ビジネスリー
ダー育成をさらに加速
するため、新たに２
コースを新設。各研修
プログラムを計画的に
実施。（受講者 309名） 
※長期研修は受講中の
者を含む。 

◎ 

 次世代ビジネスリー
ダー育成プログラム
体系における各研修
プログラムの実施。 

 事業戦略の遂行と社
会的価値の創造を両
立させることができ
るグローバルなビジ
ネスリーダーを育成
することで、社会の発
展に貢献している。 
 社員一人ひとりが企
業理念を理解し、理念
に基づいて行動する
ことにより、社会に対
して新たな価値を創
出している。 

 

要課題 5 ステークホルダーとの対話と協力 

 2017年度目標 2017年度実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

ステーク 
ホルダー・ 
コミュニ 
ケーション 

 グローバルな CSRの
情報発信の整理とあ
るべき姿の検討。 
 近隣地区の発展へ向
けた、地域住民・企
業とのエンゲージメ
ントの定期的な実
施。 

 国内外のイベント参加
や講演会を通じた富士
通の CSR活動の発信。 
 国内外のグループ会社
における情報共有の仕
組みを検討。 
 近隣地区の発展へ向け
た、地域住民・企業と
のエンゲージメントの
定期的な実施（58回）。 

◎ 

 グローバルな CSR の
情報発信の整理とあ
るべき姿の検討。 
 近隣地区の発展へ向
けた、地域住民・企業
とのエンゲージメン
トの定期的な実施。 

 マルチステークホル
ダーとの双方向かつ
継続的なコミュニ
ケーションを通じて、
信頼関係が醸成され
ている。 

ステーク 
ホルダー 
との 
コラボレー 
ション 

 本業を通じた、自治
体、NGO、国際機関
など多様なステーク
ホルダーとの関係構
築と、国連が掲げる
持続可能な開発目標
（SDGs）達成への貢
献に向けた具体的な
取り組みの強化。 

 ステークホルダーとと
もに、SDGs 達成に向け
て以下の活動を実施。 
- 世界経済フォーラム
の第 48 回年次総会
（通称ダボス会議）に
て企業トップや学識
経験者を招き、意見
交換を実施。 

- 富士通フォーラム
2017にて外部の有識

◎ 

 本業を通じた、自治
体、NGO、国際機関な
ど多様なステークホ
ルダーとの関係構築
と、国連が掲げる 持
続可能な開発目標
（SDGs）達成への貢献
に向けた具体的な取
り組みの強化。 

 社会が必要とする価
値を提供するに当た
り、富士通グループ全
社員がステークホル
ダーとの最適なコラ
ボレーションを実践
している。 
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 2017年度目標 2017年度実績 達成度 2018年度目標 
中期目標 

（2020年度） 

者を招いた SDGsカン
ファレンスを開催。 

- 顧客・NGO・従業員な
どを対象に、SDGs に
関する取り組みの説
明会や講演を実施 
(18回)。 

社会との 
共生 

 社会貢献活動の奨励
および発表により、
グループ全体での横
展開・活性化を推進。 
 社会貢献プログラム
に関して下記を継続
実施。 
- 社会貢献活動に関
する社内データ
ベースの拡充、精
度向上。 

- ボランティア活動
の活性化に向けた
諸施策の推進。 

 社会貢献活動の奨励お
よび発表により、グ
ループ全体での横展開
を実施。 
 社会貢献プログラムに
関して下記を継続実
施。 
- 社会貢献活動に関す
る社内データベース
の拡充、精度向上。 

- 2017年度登録件数：
708件 

- ボランティア活動の
活性化に向けた諸施
策の推進。 

○ 

 社会貢献活動の奨励
および発表により、グ
ループ全体での横展
開・活性化を推進。 
 社会貢献プログラム
に関して下記を継続
実施。 
- 社会貢献活動に関
する社内データ
ベースの拡充、精度
向上。 

- ボランティア活動
の活性化に向けた
諸施策の推進。 

 社員の多くが、自社の
強みを生かした社会
貢献活動に参加して
いる。 
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人権尊重への取り組み 
 

 

 人権尊重の取り組みにおける方針 
 
富士通グループ共通の価値観を示す FUJITSU Wayでは、行動規範の 1番目に「人権を尊重します」と掲げています。これは、

「あらゆる企業活動の中で、『人権尊重』の精神を根底に据えて活動する」という企業の姿勢を明示したもので、全グループ社
員が、この精神を実際の行動で示していくことを徹底するよう努めています。 

こうした FUJITSU Wayの行動規範に沿った人権尊重の取り組みを推進するため、「富士通グループ人権に関するステートメン
ト」および「富士通 グループ雇用における人権尊重に関する指針」を定めています。 

富士通では、「世界人権宣言」や国際労働機関（ILO）の「労働における基本的原則及び権利に関する ILO 宣言」など、人権
や労働に関する普遍的原則に基づく国連グローバル・コンパクトの 10原則（注 1）への支持を公式に表明しており、2018年 6

月には、企業の LGBTに対する差別解消の取り組みを支援するために国連が定めた「国連 LGBTIに関する企業行動基準」（注 2）
に、日本企業として初めて支持を表明しました。今後も、人権重視の経営を推進していきます。 
 
（注 1）国連グローバル・コンパクトの 10原則： 

「人権」「労働基準」「環境」「腐敗防止」の 4分野において、企業が遵守すべき 10原則を示したもの。 
（注 2）国連 LGBTIに関する企業行動基準： 

https://www.unfe.org/standards/ 

 

 富士通グループ 人権に関するステートメント 
 
富士通グループは、2014年 12月に「富士通グループ人権に関するステートメント」を公表し、以下の取り組みを推進して
いくことを目指しています。ステートメントは日・英を含む 21 カ国語に翻訳され、グループ各社で浸透を図っています。富
士通グループは、人権尊重の取り組みは、グローバル企業が社会的責任を果していくために不可欠な要素であると認識してい
ます。 

グローバル経済とデジタル社会の進展により、ビジネスが人々や社会に与える影響の範囲は拡大しています。このような状
況下、私たちは、FUJITSU Wayで定める「人権尊重」の取り組みを継続的に強化していくため、「富士通グループ人権に関する
ステートメント」を策定しました。私たちはグローバルマトリクス体制の下、様々なステークホルダーと協力し、人権尊重の
責任を追求していきます。 
 

  

グローバルな人権尊重への取り組み 
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富士通グループ人権に関するステートメント 
 

富士通グループ（“富士通”）は、富士通グループの大切にすべき価値観、および日々の活動において社員一人ひとりがど
のように行動すべきかの原理原則を示す FUJITSU Wayに従って、ビジネスのオペレーション、製品・サービス（“活動”）に関
連する全てのステークホルダーの人権を尊重することを約束します。このステートメントは、FUJITSU Wayの行動規範「人権
を尊重します」に沿って、主な人権に関連する課題についての富士通の立場をまとめたものです。 
 

1. グローバルアプローチ 

ビジネスのアプローチのなかで人権を考えるとき、私たちは「世界人権宣言」、「経済的、社会的及び文化的権利に関する
国際規約」、「市民的及び政治的権利に関する国際規約」、および「労働における基本的原則及び権利に関する国際労働機関（ILO）
宣言」などの国際基準を重要なものと認識しています。私たちは事業活動において、人権尊重に関する現地の法・規制を遵
守することを約束します。現地の法や規制が国際的に認められた原則に完全に一致しない場合は、私たちは現地の要求を尊
重しつつ、それらの原則を促進する方法を追求していきます。 

 

2. 人権デューデリジェンス 

私たちは、国連のビジネスと人権に関する指導原則を認識し、人権デューデリジェンスを実施していきます。私たちは、
人権侵害が引き起こす影響を考慮して、それらの影響を特定し、防止し、緩和していくため、バリューチェーンを通じて、
優先順位をつけて適切に行動していきます。私たちは定期的に活動の進捗の振り返りとアップデートを行い、その結果につ
いて、CSR報告書や他の媒体を通じて年次報告していきます。また、私たちの事業活動が人権への負の影響の原因となる、或
いは直接的に助長したことが明らかな場合、私たち自身が手段を講じる、或いは他のステークホルダーとの協力により、適
切な是正プロセスに取り組んでいきます。 

 

3. ICT企業としての責任 

社会の隅々にまで行きわたる ICTは、行動や意思決定を支えることで、人びとを様々な側面からエンパワーすることが可能
です。ICTのリーディング企業として、ICTを人権に良い影響を与えるように活用すべく努力しますが、急速に変化する環境下
で、ICTが負の影響を与え得ることも認識しています。私たちは、ICTの提供者としての責任を追及するため、データ・セキュ
リティ、プライバシーを含む、出現しつつある人権課題について、ステークホルダーとのエンゲージメントを推進していき
ます。 
 

4. 人権尊重を根付かせる 

私たちは FUJITSU Wayに従って、グループ内に人権尊重の責任について、継続的な啓発活動を実施します。私たちは社会の
持続的な発展への貢献と、イノベーションを推進するため、ステークホルダーとの協力や多様性を受容する文化を重要と考
えています。 
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 富士通グループ 雇用における人権尊重に関する指針 
 
富士通グループは、「富士通グループ 雇用における人権尊重に関する指針」を定め、雇用における機会均等と人権尊重、差

別の排除、強制労働や児童労働の禁止などを徹底するよう取り組んでいます。 
 

富士通グループ 雇用における人権尊重に関する指針（全文） 
 

FUJITSU は、人権の尊重を根底に据えた企業活動を展開するにあたり、それぞれの国や地域における様々な人権問題に取り
組み、人権問題の本質を正しく理解・認識し、差別のない明るい企業づくりに向けて組織的に取り組みます。 
 

1. 雇用における機会均等と人権尊重 

FUJITSUは、雇用における機会均等に努めます。 

FUJITSU は、人種、皮膚の色、宗教、信条、性別、社会的身分、門地、障がい、性的指向、およびその他のビジネス上の正
当な利益と関係しない要素に基づく差別を致しません。 
 

2. 雇用における法令遵守 

FUJITSUは、社員の雇用において、事業活動を行う各国・各地域の適用法令を遵守します。  
 

3. 強制労働、児童労働の禁止 

FUJITSUは、強制労働をさせません。 

FUJITSUは、児童労働をさせません。 
 

4. 働きやすい職場環境  

FUJITSUは、社員の安全と健康に配慮し、働きやすい職場環境づくりに努めます。 
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 人権デューデリジェンスの構築および活動内容 
 
富士通グループでは、上記の「富士通グループ人権に関するステートメント」に従い、グローバルなバリューチェーン全体
を通じて、事業活動の人権への影響を特定し、負の影響を防止・緩和していく「人権デューデリジェンス」の構築に取り組ん
でいます。 

2017年度は、富士通のグローバルオフショアサービス部門およびグローバル調達部門の関係者を対象にワークショップを開
催し、人権に関する理解促進を図るとともに、それぞれの部門における人権課題について議論を行いました。また、今後のデュー
デリジェンス推進に向けて、社内の幅広い部門の担当者にヒアリングを行い、グループ内に潜在する人権課題についての詳細
調査を実施しました。事業活動によってもたらされる影響が大きい次の 3つの領域の人権課題については、それぞれ下記の活
動を実施しました。 
 

領域 人権課題 2017年度の主な活動内容 

サプライ 

チェーン 

労働環境、紛争鉱物  RBA行動規範を富士通グループ CSR調達指針として採用 

 富士通グループ紛争鉱物対応方針を制定 

 国内外の主要なお取引先約 440社に対し、人権尊重と紛争鉱物の対応を含む CSR

活動の取り組み状況を確認する書面調査を実施 

 お取引先 9社に対し、CSR実地監査を実施 

 米国 NGO「Shift」の協力の下、サプライチェーンの人権に関する社内ワークショッ
プを開催 

 グループ内製造拠点の RBA行動規範対応状況を確認 

社員 差別・ハラスメント、 
労働時間 

 ISO26000に基づく書面調査を国内外グループ会社 101社に対して実施し、人権尊
重への取り組み状況を確認 

 全社人権啓発推進委員会において、アムネスティ・インターナショナル日本 前事
務局長 若林秀樹氏を招いて、グローバルレベルの人権問題と企業の役割について
講演会を実施 

 様々な差別・ハラスメント防止をテーマに、入社時・昇格時研修および全国各地
でも地区別人権研修を継続実施 

 障がいの有無に関わらず活躍できる職場・社会を目指し、「心のバリアフリー」研
修を全社で実施（集合研修および e-Learning） 

 長時間労働を前提としない多様で柔軟な働き方のために、社内制度の見直し、ICT

活用、マネジメント改革を推進 

 RBA行動規範に合わせた社内規則の見直しを実施 

顧客・ 

エンドユーザー 

プライバシー・ 

データセキュリティ 

 顧客に提供する製品・サービスの開発や営業部門へヒアリングを実施し、今後の
対応に向けて、潜在する課題について情報を整理 

 

2018年度も、国内外の専門家との意見交換を継続的に行うとともに、当社の人権課題に対する具体的な施策について、グロー
バルレベルで連携し、人権デューデリジェンスの構築をさらに進めていきます。 

 
  



富士通グループの CSRマネジメント 05 CSRに対する考え方 

09 CSR基本方針および推進体制 

12 CSR活動の目標と実績 

18 人権尊重への取り組み 

26 SDGsへの取り組み 

29 国連グローバル・コンパクト 

30 外部評価・表彰 

 

 

Fujitsu Group Sustainability Report 2018 

22 

 人権尊重の取り組みにおける意見収集の仕組み 
 
富士通グループ全社員（出向者、契約社員・嘱託などの期間雇用者、派遣社員を含む）からの内部通報・相談を受け付ける

制度として、「コンプライアンスライン／FUJITSU Alert」を運用しています。国内グループ会社、海外グループ会社においても
個々に内部通報制度を整備し、運用しています。 

また、富士通グループは、2009年 8月からお取引先コンプライアンスラインを設置しており、富士通の調達活動におけるコ
ンプライアンス違反行為やその疑念がある行為に関する通報を受け付けています。 
 

 内部通報窓口の設置 

http://www.fujitsu.com/jp/about/csr/management/compliance/index.html 

 お取引先コンプライアンスライン 

http://www.fujitsu.com/jp/about/csr/management/compliance/complianceline/index.html 

 

 「富士通グループ人権に関するステートメント」の社内浸透 
 
「富士通グループ人権ステートメント」の社内浸透を図るため、「ビジネスと人権」ポスターを制作し、国内外約 230 拠点

にて掲示しています。また、社員一人ひとりの人権課題に対する意識向上を図るため、全社員を対象とした「ビジネスと人権」
に関する e-Learningを開発。2017年度末までに国内外のグループ社員の約 10万人が受講しています。 
 

 
 

 

 強制労働、児童労働の防止に向けた取り組み 
 
富士通グループでは、強制労働・児童労働を行わないことを定めています。2017年度は、国内外関係会社 101社に対して、

ISO26000に基づいた CSR書面調査を実施し、その中で強制労働・児童労働の防止に向けた取り組みについて確認しました。 

また、お取引先に対しては、「富士通 CSR調達指針」を公表し、その中で強制労働・児童労働の排除を要請しています。2017

年度は、国内外の主要取引先約 440社に対して、強制労働・児童労働の排除を含む CSRへの取り組み状況を確認する書面調査
を実施しました。 
 

 ISO26000を活用した CSR活動の実践 

http://jp.fujitsu.com/about/csr/philosophy/iso26000/ 

 お取引先とともに 

http://www.fujitsu.com/jp/about/csr/society/procurement/index.html 
 

  

「ビジネスと人権」e-learning 社長メッセージ 
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 人権尊重の取り組み体制および改善プロセス 
 
富士通では、人事担当役員を委員長とする「人権啓発推進委員会」を設置しています。実行組織として職場代表をメンバー

とする「地区委員会」を置き、グループ各社でも同様の委員会を設置しています。 

各地区やグループ会社での活動状況や課題は、全社委員会事務局で定期的に確認しており、これらの実績に基づいて、人権
啓発推進委員会で年単位の活動の総括・方針決定を行い、継続的かつ組織的な啓発活動を展開しています。 
 

人権啓発活動推進体制 人権啓発推進委員会を中心とした取り組み 

    

 

 人権尊重の取り組みにおける意見収集の仕組み 
 
社内に「人権に関する相談窓口」を設置し、社員一人ひとりが安心して働き、能力を十分に発揮できる環境づくりを推進し

ています。人権に関する相談窓口は、本社に加え、各地区にも設置しており、社員から相談しやすい体制づくりに努めていま
す。イントラサイトやポスター、研修会などで連絡先を周知するとともに、窓口担当者には適切な対応を可能にするトレーニ
ングを定期的に実施しています。 

相談者は、個人情報やプライバシーが確保された中で、職場の人間関係やハラスメント、人権に関わる悩み・疑問などを相
談し、環境改善を図る場として活用することができます。相談窓口に寄せられた内容は、個人情報やプライバシーに十分に配
慮したうえで、人権啓発推進委員会に報告しているほか、監査役に対して定期的に報告するなどして、窓口の活用状況の確認、
再発防止の取り組みに活かしています。 
 

社員相談窓口の体制 

 
相談担当者名・連絡先を明示し、社員が相談先を選択できる 

 
  

日本における人権尊重への取り組み 
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 人権尊重の取り組みにおける活動の実施内容 
 
人権に関する教育・研修 

人権啓発推進委員会で決定した方針の下、全社共通の研修コンテンツに、それぞれの地区やグループ会社の具体的課題を加
味しながら、研修啓発活動を行っています。入社・昇格時に対象者全員が受講する研修や、年間を通して行われる研修会では、
同和問題や職場のハラスメント問題をはじめ、LGBTへの理解促進、ビジネス遂行上の人権問題など、様々なテーマを取り上げ
ています。2017 年度には、延べ 17,082 名がこれらの集合研修を受講しました。また、富士通グループ全社員を対象とした
e-Learningを実施するほか、社外で催される様々な研修会やイベントに参加するなど、積極的な取り組みを進めています。 

 

グループ新任役員の人権研修 

人権尊重の企業風土を根付かせるには、経営トップ層の理解が欠かせないとの認識から、役員就任時には、国際人権基準に
基づく企業活動の考え方を含む研修を実施しています。2017年度も、グループ会社を含む役員約 90名が参加しました。 

 

人権に関する啓発活動 

毎年 12 月の人権週間に合わせて、人権啓発ポスターの掲示、社員・家族を対象とした人権啓発標語の募集・表彰を行って
います。2017年度は全社で 6,483件の応募があり、優秀作品を各事業所で表彰しました。さらに代表作品を東京人権啓発企業
連絡会主催の標語募集に出品し、2017年度応募総数 553,015件の中から優秀賞を受賞しました。 

ほかにも、人権啓発リーフレットの全員配付を行うなど、一人ひとりが人権について考え、話し合う環境づくりに取り組む
ことで、富士通グループに関わる家庭や地域社会にも人権尊重の意識を広げています。 

 

性の多様性の理解 ～LGBTも働きやすい職場づくりに向けて～ 

誰もが働きやすく、能力を存分に発揮できる環境づくりのために、富士通では性の多様性（LGBTなど）への理解を深める取
り組みも進めています。 

2016年、ダイバーシティ&インクルージョンに向けて、LGBTも働きやすい職場環境を作っていく旨、富士通グループ全社員
にトップメッセージを発信しました。日本の場合、同性パートナーについても、慶弔見舞金の支給、休暇、休職などの社内制
度の適用範囲を拡大しています。 

 

人権研修やリーフレット配付、イントラネットでのメッセージ発信などにより、全社的
な認知を進める一方で、多様な LGBT 当事者と一緒に話し合う「LGBT+Ally ミーティング」
を開催し、“アライ”（Ally＝理解者、支援者）の輪を広げる取り組みも実施しています。参
加者が、オフィス PCやカードケースに LGBTの尊厳を象徴するレインボーカラーのシール
を貼り、自然な“アライ宣言”をする動きも出始めています。 

さらに 2017年には、「汐留ダイバーシティ映画会」として同性婚を扱った映画の上映会
を開催し、任意参加ながら約 60名の社員が参加しました。 

これらの取り組みに対し、任意団体「work with Pride」による LGBT に関する評価指標
「PRIDE指標」において、2016年、2017年と最高位の「ゴールド」を受賞しました。 
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 欧州・日本において「ビジネスと人権」のワークショップを開催 
 

2017年 11月に英国にてグローバルオフショアサービス部門の関係者を対象に、2018年 3月には日本の拠点においてグロー
バル調達部門の関係者を対象とした「ビジネスと人権」のワークショップを開催しました。欧州ワークショップではシニアマ
ネジメント層を中心に約 25 名がテクノロジーの誤用による人権への影響やグローバルオフショアサービス部門における人権
課題について、日本ワークショップではグローバル調達部門のマネジメント層約 10 名が富士通グループのサプライチェーン
における人権課題について、ビジネスと人権に取り組む米国の非営利団体「Shift」の知見を活用しながら、議論を交わしまし
た。 

2018年度もワークショップを開催し、グローバルレベルでの取り組みを進めていきます。 
 

   

 

その他の地域における人権尊重への取り組み 

「ビジネスと人権」欧州ワークショップ 「ビジネスと人権」日本ワークショップ 
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SDGsへの取り組み 
 

 

2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標（ Sustainable 

Development Goals：SDGs）は、先進国を含めた世界全体が 2030 年までに
達成すべき共通の目標です。その目標達成に向けて、民間企業の技術やイ
ノベーション力を積極的に役立てていくことが強く求められています。 

富士通グループは、かねてより、共創を通じて持続的に社会にインパク
トを与える成果を生み出す社会、「ヒューマンセントリック・インテリジェ
ントソサエティ」の実現を目指して、テクノロジーを活用するとともに新
たなイノベーションを創造してきました。この活動と、国際社会が SDGs

の達成に向けて取り組む方向性は、一致していると認識しています。 

そのため、成長戦略である「つながるサービス」実現に向けたエコシステムの要素の 1つとして SDGsを位置付け、SDGsか
ら導き出される社会課題の解決を新たなビジネスチャンスと捉えています。そして、世界の“共通言語”である SDGs への取
り組みを、国際機関や各国政府、民間企業、NGOといった他組織との幅広い協働の機会とし、多くのパートナーとの協働を通
じて多面的にアプローチすることで、より大きな規模での社会価値の創造とその最大化を図ります。 

また、国際社会共通の目標と富士通が果たすべき役割を重ね合わせて考えることで、既存のやり方にとらわれず自らの経営
やビジネスを柔軟に変容していきます。このように、社会からの期待と要請に応えて自らを見つめ直し、持続的に成長してい
くための経営戦略のツールとして、SDGsを積極的に活用していきます。 

その第一歩として、富士通グループが事業の中心であるデジタル技術を活用することで、より大きな価値をもたらすことが
可能な分野として、以下の 5つの分野を検討しています。 
 

 

SDGsへの取り組み 
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SDGs への取り組みをより大きな規模での価値創造と自らのビジネスの変革に確実に結び付けていくために、富士通では、
コーポレート部門・営業部門・事業部門の各役員を含むメンバーを中心に、富士通研究所や富士通総研などの関連部門も一体
となった全社横断プロジェクトを推進しています。コーポレート部門は主に持続可能性や社会的責任の視点、営業部門はビジ
ネス化の視点、事業部門はソリューションの視点から、社会課題解決を起点とするビジネスの検証と推進を連携して行い、社
会価値と経済価値の共創という新たな形に結び付けていきます。 

 

 

 

 

 国連開発計画（UNDP）・東北大学との連携 
 
富士通は 2017年 3月、国連開発計画（UNDP）と東北大学・災害科学国際研究所が設置した災害統計グローバルセンター（GCDS）

に新たに設置される、「グローバルデータベース」の構築・運営に関するパートナーシップを締結しました。 

富士通は、「FUJITSU Cloud Service K5」を無償提供し、GCDSに対しグローバルデータベースの設計・構築支援を行うとともに、
データの可視化・分析などを通じた各国の防災行政能力の向上などのデータベース活用に向けた支援を UNDPに対して実施し
ます。このパートナーシップを通じて、世界で年間 56 兆円に上るともいわれる自然災害に伴う損害の削減に取り組んでいき
ます。 
 

 

推進体制 

具体的な活動 
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 WIPO GREENへの参画 
 
富士通は、自社の保有する環境技術を広く社会に普及させ、地球環境保全に貢献することを目指しています。その一環とし
て、国連の専門機関である世界知的所有権機関（以下、WIPO）が運営する、環境技術やサービスの移転マッチングの枠組み「WIPO 

GREEN」に、パートナーとして 2017年 9月より参画しています。 

富士通は、環境技術に関連する特許やノウハウなどの知的財産を多数保有しています。これらの知的財産を自社の製品やサー
ビスに活用するだけでなく、広く社会に普及させ、地球環境への負荷低減に一層貢献するためには、技術移転などのオープン
イノベーションに他者を巻き込んで、様々な形で活用できるようにしていくことが重要です。WIPO GREENのデータベースには
富士通の知的財産 200件以上をすでに登録しており、今後も追加登録を予定しています。また、富士通の技術を登録するだけ
でなく、マッチング活動を通して、様々な国の社会課題に基づくニーズ情報を入手し、当社の技術開発にフィードバックする
ことで、SDGs達成への貢献を目指していきます。 

 

プレスリリース http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/09/19-1.html 
 

 
 

 その他の活動 
 
その他の活動につきましては、以下をご参照ください。 

FUJITSU Technology & Service Vision 2018 Book 1 P.41～43「ヒューマンセントリック・インテリジェント・ソサイエティ」 

http://www.fujitsu.com/jp/microsite/vision/download-center/index.html 
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国連グローバル・コンパクト 
 

富士通は 2009年 12月、国連が提唱する「グローバル・コンパクト」への支持を表明しました。富士通グループは、グロー
バル・コンパクトが掲げる 10原則に基づき、グローバルな視点から CSR活動に積極的に取り組むことで、国際社会の様々なス
テークホルダーからの要請に応えるとともに、真のグローバル ICT 企業としての責任ある経営を推進し、持続可能な社会づく
りに貢献していきます。 
 

国連グローバル・コンパクトとは 

 

国連グローバル・コンパクトは、「人権」「労働基準」「環境」「腐敗防止」の 4分野にお
いて、企業が遵守すべき 10原則を示したものです。 

 

人権 

原則 1. 人権擁護の支持と尊重 

原則 2. 人権侵害への非加担 

 

労働 

原則 3. 組合結成と団体交渉権の実効化 

原則 4. 強制労働の排除 

原則 5. 児童労働の実効的な排除 

原則 6. 雇用と職業の差別撤廃 

 

環境 

原則 7. 環境問題の予防的アプローチ 

原則 8. 環境に対する責任のイニシアティブ 

原則 9. 環境にやさしい技術の開発と普及 

 

腐敗防止 

原則 10. 強要や賄賂を含むあらゆる形態の腐敗防止の取組み 

 

2016年 4月 1日更新 

 

「富士通グループ サスティナビリティレポート」に記載の 2017 年度の CSR 活動と国連グローバル・コンパクトとの関連
は「富士通グループ サスティナビリティレポート 2018  GRIスタンダード対照表」をご参照ください。 

http://www.fujitsu.com/jp/documents/about/resources/reports/sustainabilityreport/2018-report/fujitsu-gri-2018.pdf 

  ↓ 

（注）2012年度より当社の COP（Communication on Progress）は Advanced Levelとして提出しています。 
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外部評価・表彰 
 

富士通は、社会・環境分野の取り組みに対して世界的に高い評価を継続して頂いており、以下の株価指標への組み入れや、
外部からの表彰を受けております。 
 

SRIに関する主な株価指標への組み入れ状況 

Dow Jones Sustainability Indices (World, Asia Pacific) 

社会的責任投資（SRI）の世界的なインデックスとして高く評価されており、経済、
環境、社会面での取り組み実績において、世界 2,500 社のうち上位 10％の企業を DJSI 

Worldとして認定。当社は 7年連続 19回組み入れ。  

RobecoSAM社 Sustainability Award 

世界大手約 2,500社から、「経済」・「環境」・「社会面」の持続可能性を評価し、上位
10％に相当する CSR優良企業の中で特に優秀な企業を「Gold Class」「Silver Class」「Bronze 

Class」に格付け。当社は Bronzeを受賞。 
 

FTSE4Good Index Series 

ロンドン証券取引所の出資会社である FTSE社によって作成された世界の代表的な社
会的責任投資（SRI）指標の 1つで、「環境的側面」「社会的側面」から企業を評価。当
社は 9年連続で選出。 

 

CDP 

国際的な非営利組織である CDPが、運用資産総額 100兆米ドルを超える機関投資家
を代表し、世界 5,000 社以上に対して、環境分野に関する調査を実施。当社は「気候
変動対策」「水資源管理」の調査で最高評価 Aを獲得。  

UN Global Compact 100 

国連グローバル・コンパクトに署名する世界約 8,000 社の中から「人権・労働・環
境・腐敗防止」の 4分野 10原則に関する取り組みなどを考慮して 100社のみを選出。
当社は 5年連続で組み入れ。  

oekom research 

ドイツに拠点を置く CSR 評価会社であるアイエスエス・イーコム社（iss-oekom）に
よる、「環境的側面」「社会的・文化的側面」からの企業責任の格付け。当社は 2011年
より“Prime”に認定。  

Ethibel Sustainability Index(ESI) (Excellence Register) 

Ethibel Excellence Investment Register はベルギーに拠点を置く非営利組織フォーラ
ム・エティベルが運営する投資ユニバースで、企業の社会的責任の観点から高いパ
フォーマンスを示す企業でインデックスを構成。当社は 2013 年から 2016 年と 2018

年に組み入れ。  

Ethibel Euronext Vigeo Index - World 120 

世界最大の証券取引グループ NYSE Euronext 社と企業の社会的責任の実績評価を手
掛ける欧州の Vigeo Eiris社による持続可能性評価指標で、環境・社会・企業統治の面で
優れた企業上位 120社を構成銘柄に採用。当社は 2013年から 2015年と 2017年、2018

年に組み入れ。 
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モーニングスター社会的責任投資株価指数 

モーニングスター株式会社が国内上場企業約 4,000社のうち「企業統治」「環境」「社
会性」「人材活用」の観点から優れていると評価する 150社を選定。国内初の社会的責
任投資株価指数であり、当社は 2004年から連続して組み入れ。（2018年 5月 1日現在） 

 

 

主な外部表彰受賞状況（2017年度以降） 

内容 年月 主催 対象 

環境人づくり企業大賞 2017 で
「優秀賞」を受賞 

2018年 5月 環境省、環境人材コンソーシ
アム 

環境人材育成の優良な取り組み 

第 21 回環境コミュニケーショ
ン大賞で「環境報告書部門 地球
温暖化対策報告大賞（環境大臣
賞）」を受賞 

2018年 2月 環境省、地球・人間環境フォー
ラム 

富士通グループ環境報告書 2017 

生物多様性アクション大賞
2017に入賞 

2017年 12月 国連生物多様性の10年日本委
員会 

マレーシアボルネオ島での熱帯雨林再
生活動 

ICTを活用した絶滅危惧種シマフクロウ
の生息保全支援 

第 18回グリーン購入大賞で「優
秀賞」を受賞 

2017年 12月 グリーン購入 ネットワーク
（GPN） 

環境配慮型製品・サービスの拡大によ
る「脱炭素社会」への貢献 

平成 29 年度地球温暖化防止活
動環境大臣表彰 

「技術開発・製品化」部門 環境
大臣表彰を受賞 

2017年 12月 環境省 PRIMERGY CX600開発 

～水冷システム活用による CO2削減～ 

第 6 回川崎市 スマートライフ 

スタイル大賞で「優秀賞」を受
賞 

2017年 11月 川崎市 工場見学を通じた次世代教育 （出前授
業、保全活動など ） 

第 26回地球環境大賞で「大賞」
を受賞 

2017年 4月 フジサンケイグループ 窒化ガリウムを活用した世界最小・最
高効率の ACアダプター開発 －温室効
果ガス削減への貢献－ 

 


